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研究成果の概要（和文）：　テチス海東域における海洋生物の絶滅やその後の回復から放散の過程を解明することを研
究の目的として，ベトナムのデボン系～石炭系とペルム系～三畳系を調査した．本研究ではコノドントなどの化石と安
定炭素同位体比などの分析データを用いて，詳細な地質年代を明らかにし，大量絶滅や海洋無酸素事変などのイベント
層を特定した．さらに堆積相解析を用いて，堆積環境を復元し，化石の記載や化石群集の識別および生息域の復元など
を行なってデボン紀―石炭紀境界と前期三畳紀のインデュアン－オレネキアン境界，スミシアン－スパシアン境界など
で生じた地質・古生物学的なイベントや堆積環境，海生動物群集の変遷などについて報告した．

研究成果の概要（英文）：We geologically investigated in the Paleozoic and Mesozoic fields, Southeast and 
East Asia, mainly in the Devonian to Carboniferous and Permian to Triassic in Vietnam. We revealed 
geologic ages in detail on the basis of conodont biostratigraphic data, and reported mass extinction 
events and global anoxic to dysoxic events around Devonian-Carboniferous boundary (DCB), the Lower 
Triassic Induan-Olenekian boundary (IOB) and Smithian-Spathian boundary (SSB). The depositional 
environments and fossil assemblages in several sections intercalating with DCB, SSB and IOB were 
reconstructed by facies analysis and paleosynecological study methods. Finally we discussed about natural 
histories of marine organisms after extinction events thorough recovery intervals to adaptive radiations 
each depositional environments.

研究分野：層位・古生物学
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  ４版



１. 研究開始当初の背景 

（１）中国大陸には，古生代から三畳紀の

GSSP を多数含む地層が広く分布しており，

調査対象とするベトナムの地質は，それらの

南方延長にあたる．しかし，ベトナムの地質

や層序については，研究がほとんど進んでお

らず，国際的にはあまり知られていない現状

がある． 

（２）テチス海西域における大量絶滅後の海

洋生物相の回復や放散に関する研究は，ヨー

ロッパなどで古くから行なわれ，二枚貝類の

回復から放散パターンについても多数の研究

が報告されている．これに対してテチス海東

域での研究は，近年になって南中国で進めら

れているものの，ベトナムなどの東南アジア

での研究はほとんど知られていない． 

 

２．研究の目的 

ベトナムなどの東南アジアの地質や層序を

明らかにして，古生代後期～中生代に生じた

テチス海東域における海洋生物の大量絶滅や

その後の回復から放散の過程を解明すること

を研究の目的とする．調査の対象は，主にデ

ボン系～石炭系とペルム系～三畳系で，大量

絶滅や絶滅が生じたと考えられる地層を含む

セクションでアンモノイドやコノドント，二

枚などの化石と地層の特徴，化学分析や堆積

学的なデータに基づいて研究を進める． 

 

３．研究の方法 

地質調査を実施して，柱状図やルートマッ

プの作成，化石および分析用の岩石試料を採

取することが研究の根幹である．採取した大

型化石は，室内で剖出作業を行い，他の研究

機関に保管されているタイプ標本や文献など

と比較しながら同定を進めた．微化石は，フ

ッ酸や酢酸，ボロンなどで薬品処理を施して

抽出し，実体顕微鏡や電子顕微鏡を用いて同

定を行った．分析は TOCや安定炭素同位体比

などの測定を主体とし，化石データと合わせ

て地質年代や海洋無酸素事変などのイベント

層を明らかにした．さらに堆積相解析を用い

て堆積環境を復元し,その上で二枚貝などの

化石群集の識別および生息域の復元を行ない，

それらの時代的な変遷を示した． 

 

４．研究成果 

１）ベトナムのデボン系-石炭系における研究

成果 

 ベトナムのデボン系～石炭系の調査は，主

に北部ベトナムのハーザン省やハロン湾にあ

るカットバー島で実施した．上部デボン系の

フランスニアン境界とファーメニアン境界

（FFB）で生じた海洋生物の大量絶滅やデボ

ン紀―石炭紀境界（DCB）の絶滅イベントに

ついて調査を進めた結果，カットバー島南東

部でコノドント化石を用いて DCB を確認し

た．さらに，この境界付近には，TOCが 5～

6wt.%に達する黒色泥岩が発達しており，海

洋無酸素水塊が拡大していたことや，その影

響が波浪限界付近の浅海域にもあった可能性

などが明らかになった（Komatsu et al., 

2014）．安定炭素同位体比は，黒色泥岩中で

顕著な正のシフトが確認でき，有機物や硫化

物などの分析結果でも，還元的な環境を指示

する複数のデータが得られ，森林火災に伴う

炭質物や土壌の流入があった証拠なども見つ

かった． 

FFBを含む上部デボン系の研究では，ハー

ザン省のドンバン地域で良い結果が得られた

が，コノドント化石の産出量が少なかったこ

とや露頭状態が悪かったため，分析用の良い



試料を得ることが出来なかった．そのため，

露頭状態の良い周辺地域で調査を進めた結果，

大量のコノドント化石やテンタキュロイド，

オストラコーダなどを得ることができた．現

在はコノドント化石の抽出と同定を進めてお

り，近い将来には FFBを特定できると考えて

いる．  

２）ベトナムの下部三畳系における研究成果 

ベトナムのランソン地域で，下部三畳系の

インデゥアン－オレネキアン境界（IOB）が

キーコン川沿いに露出するランソン層の上部

とバンルーセクションに分布するバックテゥ

イ層の下部に挟まれていることを明らかにし

た（Maekawa et al., 2015, 2016a）．オレネキ

アン階中のスミシアン－スパシアン境界

（SSB）は，バックテゥイ層から見つかった

アンモノイド（Tirolites cf. cassianus）の初

産出層準によって明らかになった（図１）．ラ

ンソン地域では，Novispathodus ex gr. 

waageni, Novispathodus ex gr. 

pingdingshanensis, Icriospathodus 

collinsoni からなる 3 つのコノドント帯が本

層中に認められた． SSB は N. ex gr. 

pingdingshanensis conodont帯に挟まれてい

る (Shigeta et al., 2014). 

堆積相解析を用いて古環境を復元した結果，

ランソン地域のバックテゥイ層最下部に潮汐

堆積物や波浪堆積物からなる浅海層が分布し

ていることが明らかになった（Komatsu et 

al., 2014；小松ほか，2014）．これらの浅海層

は，土石流堆積物を伴う孤立型プラットフォ

ームの斜面相から海盆縁辺相に深海化する堆

積物で覆われている．また，プラットフォー

ムの斜面相から海盆縁辺相の境界付近では，

有機物に富んだ暗灰色から黒色の石灰岩と泥

岩が堆積し，この堆積物中に SSBが挟まれて

いることが明らかになった (Komatsu et al., 

2013, 2014). 安定炭素同位体比の正のシフト

（-2.3‰～+5.7 ‰）も，この有機物に富む暗

灰色から黒色の石灰岩と泥岩中に観察され，

最上部スミシアン亜階の Xcenoceltites 

variocostatus アンモノイド層と N. ex gr. 

pingdingshanensis コノドント帯に記録され

ており，このパターンは SSBで良く知られて

いる汎世界的な正のシフトに対比できる．X. 

variocostatus アンモノイド層の上部とこれ

を覆う T. cf. cassianus アンモノイド層の

TOCは，約 0.3 to 0.88 wt%で推移し，最下

部スパシアン亜階で最大（0.88 wt%）となる．

このような高い TOC値は，生物攪乱が無く，

単一の化石群や黄鉄鉱の密集などで特徴づけ

られる暗灰色～黒色の石灰岩と泥岩に記録さ

れており，これらの堆積物が無酸素～貧酸素

環境下で堆積したことを示唆する．アンモノ

イドやコノドントの多様性は，スミシアン亜

期後期の無酸素～貧酸素環境の拡大に伴って

低下し，その後のスパシアン亜期における海

洋環境の回復と共に種数が増加することが知

られている．バックテゥイ層でも概ね同様の

傾向が確認できたが，これらの分類群の種数

の増加は無酸素～貧酸素環境の回復を待たず

に始まっている可能性が認められた． 

上記以外のベトナムの下部三畳系に関する

研究成果は，2016年にベトナム国立自然博物

館から出版されたプロシーディングにオスト

ラコーダなどの産出報告を行っている

（Tanaka et al., 2016; Maekawa et al., 

2016b）． 

３）ベトナムと日本の中生界における研究 

古生界や三畳系に隣接して分布する北部～

中部ベトナムのジュラ系—白亜系の陸成層で

調査を進めた結果，中部ベトナム西部のクア 



図１．ベトナムに分布するバックテゥイ層のスミ

シアンースパシアン境界．ランソン地域の柱状図

（A，B），アンモノイドとコノドント化石帯（C），

安定炭素同位体比の変動パターンと（D）TOCの

変動パターン． 

 

ンビン省で中部ジュラ系～白亜系のマガキ類

などを含む転石を採取した．地質年代の詳細

は不明であるが，海域が内陸部まで広がって

いた可能性を示唆するデータであるため，古

地理を考える上で重要な試料となった

（Komatsu et al., 2016）. 今後は現地調査を

実施して産出地点の特定や追加試料の採取を

行い，日本などの先行研究と比較する必要が

ある．北部ベトナムのソンラ省に分布する白

亜系の河川層では，大型化石を採取する事が

出来なかったが，比較的保存状態の良い花粉

化石や生痕化石を含んでいることがわかり，

保存状態の良い節足動物の生痕化石

（Scoyenia）については記載を行った（Nara 

et al., 2016）． 

日本国内の中生界の研究成果については，

二枚貝やコケムシ，アンモノイドなどの報告

などを行った（Komatsu, 2013; Dick et al., 

2013; Tsujino et al., 2013; Miyake et al., 

2016）．これらの報告は，今後，東アジアや

東南アジアの中生界を研究する上で重要な基

礎データとなるだろう． 
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